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⼭ ⼝ 市 新 本 庁 舎 整 備   市 ⺠ ワ ー ク シ ョ ッ プ   第 ３ 回   開 催 報 告

 ⼭⼝市では、現在、新本庁舎の姿をより詳細かつ具体的に描くための設計作業を進めており、市⺠の皆様
の様々なご意⾒やアイデアを設計に⽣かす、市⺠ワークショップを開催しました。第３回のワークショップ
は第２回と同様、新型コロナウイルス感染症の影響により当初の予定を延期しての開催となりましたが、感
染防⽌対策をしっかりと⾏った上で、活発な話し合いができましたので、取りまとめたご意⾒を報告します。

グループワーク
「これからの市役所の姿を描こう」
・⾏政サービスはどう変わるか 
・気持ちよく円滑なサービスとは

新型コロナウイルス感染症対策
・少⼈数化を図るため午前と午後の⼆部制で実施
・密を避けるためグループごとに別室でのグループワーク
・進⾏役は遠隔地からのテレビ会議システムによる参加
・マスクの着⽤、⼿指消毒の徹底、受付時の検温    等

 これまでの経緯と、第２回ワークショップでまとめた「市⺠交流
スペース、広場」のアイデアをおさらいした後、第１回で挙げられた「現
庁舎の課題点」を踏まえながら、参考事例を紹介しました。そして、テー
マを基に話し合い、意⾒・アイデアをまとめるグループワークを⾏
いました。
 グループワークでは、市役所の窓⼝サービスはこれからどう変わっ
ていくのか、どのような姿が望ましいのかを議論しました。気持ち
よく、そして円滑に⾏政サービスを受けることができる「これから
の時代の市役所の姿」について⾃由に意⾒交換を⾏い、窓⼝や相談、
待合スペース等のあり⽅をまとめました。
 最後に、グループでまとめた意⾒・アイデアを発表しました。第
２回と同様に、感染防⽌対策により午前の部と午後の部で２グルー
プ毎に別れての開催となりましたが、現庁舎の課題を改善し、これ
からの時代の市役所の姿を共有することができました。

テーマ： 「市⺠の役に⽴つ所 -これからの市役所の姿を描こう」

⽇  時：令和２年７⽉５⽇（⽇）  【午前の部】 10:00 〜 12:00
                 【午後の部】 13:30 〜 15:30
場  所：⼭⼝総合⽀所 第 10・11 会議室
参加者数：27 名（公募）

第３回

ワークショップの流れ
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「これからの市役所の姿を描こう」 キャッチコピー

C グループ

D グループ

B グループ

A グループ

「楽しく集える新庁舎」

「将来を⾒すえて今を創る〜分かりやすく・楽しく待つ〜」

「市役所に⾏こう︕」

「癒しの空間︕︕ ユー＆ミー」

 「市⺠の役に⽴つ所 - これからの市役所の姿を描こう」のテーマのもと、各グループが
アイデアをまとめられ、コンセプトを表すキャッチコピーを付けられました。
 A グループは、「癒しの空間 ユー＆ミー」をキャッチコピーとされました。まず、利
⽤しやすい駐⾞場と、分かりやすい案内表⽰があるエントランスホールが市⺠を出迎え、
次にフロアマネージャーが⽬的の場所に案内します。待合スペースは明るく開放的で癒し
のデザインでつくられた安らげる空間で、⽊を⽤いたカウンターで市⺠にやさしい⾏政
サービスが受けられるというアイデアでした。
 B グループのキャチコピーは「市役所に⾏こう！」です。AI を活⽤することによって⾏
政サービスを向上させるとともに、フロアマネージャーなどの⼈だからこそできるサービ
スも重視して利⽤しやすい市役所にするという提案でした。その他、汚れが⽬⽴ちにくく、
清掃しやすい材質を使⽤すること、空気の流れを考慮した空調設備で感染症の対策をする
ことなどの特徴的なアイデアが出されました。
 C グループは、「楽しく集える新庁舎」というキャッチコピーのもと、市役所に来た市
⺠が利⽤しやすいように、分かりやすい案内と充実した窓⼝スペースをハード⾯とソフト
⾯の両⽅で実現するという提案でした。明るく開放的な待合スペースや、トイレ設備、キッ
ズスペースを充実させるというアイデアもありました。また、将来的な充実度を考慮した
地域交流センターと本庁舎の役割分担、職員が働きやすい環境などの意⾒がありました。
 D グループは、現状に即した施設づくりや⾏政サービスを構築することだけでなく、将
来の変化にも柔軟に対応できる備えを持った市役所となるように、「将来を⾒すえて今を
創る〜分かりやすく・楽しく待つ〜」をキャッチコピーとされています。また、待合スペー
スを市⺠交流スペースのステージやカフェと連結させ、待ち時間が把握できる仕組みも導
⼊することで、楽しく過ごせるように整備するというアイデアがありました。
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 第２回と同様に新型コロナウイルス感染症の影響で開催が延期となる中、第３
回新本庁舎整備市⺠ワークショップにご参加いただき、⼼よりお礼申し上げます。
感染防⽌対策のためご不便をおかけする中でも、熱⼼な意⾒交換と個性あふれる
アイデアで、⼤変有意義なワークショップとなりました。
 第１回から第３回までのワークショップでいただきましたご意⾒やアイデア
は、今後の具体的な設計に反映できますように検討を進めてまいります。

グ ル ー プ ワ ー ク の ま と め

＜窓⼝、相談、待合スペース＞ ＜サービス＞

● 可動式の仕切りがある窓⼝
● ⽬的ごとに使い分けられるカウンター

● 多様な相談に対応した相談室
● 明るく開放的でゆとりのある待合
● 市⺠交流スペースと連結
● 情報コーナーの設置

● フロアマネージャーの配置
● ICT、AI の積極導⼊
● タブレットの活⽤
● デジタル機器利⽤のサポート
● 障がい者のための柔軟な対応

＜施設全体＞

● プライバシーへの配慮

＜案内機能＞

● 迷わない経路
● 視認性の⾼い空間

● 分かりやすいサイン表⽰

● ⽴ち寄りやすい総合案内
● 混雑や待ち時間が分かる仕組み
● デジタルサイネージの設置

● バリアフリーの拡充
● ユニバーサルデザイン

● キッズ・ベビー対応の充実
● トイレの充実
● オンライン環境の充実
● ATM、コンビニなど利便機能

● 市⺠にやさしい対応
● 職員が働きやすい環境

 各グループに共通して、⽬的ごとに使い分けられるカウンター、相談室など窓⼝スペー
スの拡充や、待ち時間をストレスなく過ごせるような明るい待合スペースの整備など、ハー
ド⾯を細やかに整える意⾒がありました。また、ICT や AI を活⽤した⾏政サービスを推
進するとともに、フロアマネージャーを配置し、デジタル機器の利⽤に不慣れな⽅へ⼿厚
くサポートする「⼈によるサービス」も重視されています。さらに、分かりやすい案内機能、
ユニバーサルデザインの施設づくりも重要なポイントとなっていました。



問い合わせ︓⼭⼝市総務部本庁舎整備推進室
〒753-8650 ⼭⼝市⻲⼭町 2 番 1 号

TEL︓０８３-９３４-４１５１  FAX︓０８３-９３４-２９４４
電⼦メール︓honchosha@city.yamaguchi. lg.jp


